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 論文審査結果の要旨
 航空機・船舶等の移動体や離島に通信サービスを提供するためには,衛星通信システムが不可欠であ
 る。また,地上系の通信システムと同等の通信サービスを与えるためには,衛星搭載アンテナ及び給電
 装置の性能向上と小形・軽量化を両立させる必要がある。本論文は,S帯の衛星搭載用フェーズドァレ
 ー アンテナ給電反射鏡アンテナの給電回路について検討を加え,マルチビーム形成回路の小形・軽量化
 を図った研究成果をまとめたもので,全編7章よりなる。
 第i章は緒書である。
 第2章では,ビーム形成装置(BeamFomlingNetwork:BFN)の構成回路の小形化を図るために,電力
 分配・合成器,90。ハイブリッド回路,可変減衰回路,及び可変移相回路の小形構成法を提案し,試作
 によりその動作を確認している。また,小形回路を維持しながら振幅・位相の制御範囲や制御性を改善
 する方法を提案し,実測によりその有効性を示している。これらの小形回路は,小形BFNを構成する
 ための回路ライブラリとして有用である。
 第3章では,第2章で提案した回路を大規模に集積化することにより,32素子アレーアンテナの電力
 分配・合成と振幅・位相制御機能を有するBFN-MMIC(Monol紬icMicrowaveIntegr説dClrcuit)モジヂー
 ルを開発している。また,・回路問の相互干渉及び温度変動の影響を考慮した振幅・位相制御法を提案し
 ており,一10～40℃の温度範囲で振幅及び位相の誤差がそれぞれ0.4dB以下及び6。以下となることを確
 認している。
 第4章では,第3章で開発したBFN-MMicモジュールを衛星搭載用アンテナに適用するために,マ
 ルチビーム化に適した実装法,軽量化・省電力化のためのBFN及びその制御法にづいて検討している。
 また,これを技術試験衛星VIII搭載用のBFNに適用した結果,同一仕樺のBFNに比べて面積,重量及
 び消費電力を共に半分以下に軽減できることを示している。これは優れた成果である。
 第5章では,マルチビームの特性を損なうことなくBFN部の回路規模を大幅に削減できる線形補間
 ビーム形成方式を提案している。この方式は回路規模を約30%に低減でき,また,一般のフェーズドア
 レーアンテナにも適用できる優れた方式である。
 第6章では,マルチビームの各ビームに要求される通信容量が時々刻々変化する衛星通信に適した送
 信系給電装置について検討している。まず,複数の広域エリアを設定し,各広域エリア内の複数のビー
 ム形成に要する励振振幅分布を共通化し,次に,広域エリアを重複させて重複エリアの電力分配の自由
 度を向上させることにより,素子アンテナの電力増幅器に要求される出力電力のばらつきを低減できる
 ことを示している。これは,『過大な電力増幅器を不要とする方式であり,給電回路の重量を半分以下に
 削減できる優れた成果である。
 第7章は結言である。
 以上要するに本論文は,S帯の衛星搭載用フェーズドアレーアンテナ給電反射鏡アンテナの給電回路
 について検討を加え,マルチビーム形成回路の大幅な小形・軽量化を達成したもので,無線通信工学の
 発展に寄与するところが少なくない。
 よって,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。
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